
 

 

  家畜衛生だより 
 

 

 

 

 年末年始を迎えるにあたり国内外からの人･物の移動が盛んになるため、口蹄疫

等の病原体の侵入リスクが高まります。 

 牛飼養者の皆様におかれましては、ご自身を含む畜産関係者の口蹄疫等が発生

している国への渡航を自粛するほか、以下の項目について再度確認･徹底をお願い

します。 

 

１．衛生管理区域への病原体の持込み防止 
 

  ・関係者以外の立入を制限 

  ・物品、車両の消毒を徹底 

  ・踏込消毒槽による靴底消毒、長靴交換の実施 

 

２．特定症状を発見次第、家畜保健衛生所に通報 
 

 下記の症状が確認されましたら、家畜保健衛生所まで通報してください。 

 

 
  ※日本近隣諸国の口蹄疫発生情報は別紙をご覧ください。 
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緊急携帯 09０-7191-3473 
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（夜間、土日祝日は緊急携帯に転送） 

年末年始に向けて防疫対策の強化をお願いします！ 
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 今年の台風や大雨の影響により、ほ場における稲わらの流出等の被害が発生し

ました。以下のいずれかに該当する稲わらについては、飼料用・敷料用として利

用されませんよう、よろしくお願いいたします。 

 

 

 なお、どのような稲わらを用いる場合であっても、利用後の牛の体調を十分観

察し、体調が崩れた場合は使用しない等の対応が必要です。 

 また、浸水していなくても、別の衛生面や安全に関する理由で飼料や敷料とし

ての利用を中止していたものは、引き続き利用を控えてください。 

 ご協力お願いいたします。 

 

 

 

 
 

                                             

 

飼料用・敷料用として利用できない稲わらについて 

【川越家畜保健衛生所】 

 住所：川越市石田１５２ 

 TEL：０４９-２２５-４１４１ 

※平日17：15以降と土日祝日の場合、自動で緊急用携帯電話に転送されます。 

 ○河川の水が流入したほ場のもの 

 ○発酵臭や、カビ、泥または油の臭いのあるもの 

 ○流出により堆積していたもの 

 ○泥やゴミが混入しているもの 

 ○稲わら処理スキームを利用し、他のほ場等から持って 

  きて、ほ場ですき込み等を実施する予定のもの 

 ○ゴミの集積所に集められたもの 

 

 

今年もお世話になりました。 

来年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 



 


